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３参考資料

「国語分科会日本語教育小委員会における審議について （抄）」
（平成 年 月 日国語分科会了承）21 1 27

Ⅲ 今後の課題

今期のこれまでの審議を踏まえ，次期以降の日本語教育小委員会又はその他の検討の場
において，以下の検討課題について引き続き検討を行っていくことが必要である。

１ 「生活者としての外国人」に対する日本語教育の内容の更なる検討とそれを踏まえた
標準的なカリキュラムの開発

「Ⅱ」に示した「生活者としての外国人」に対する日本語教育の内容等は，検討途中
，「 」 ， 。 ，「 」のものであり 別紙 の表は 現時点での大枠を示したものにすぎない 特に 別紙

の表中の「事例」は，飽くまで参考例であって，今後引き続いて整理・精査を行う必要
がある。

今後は 「別紙」に掲げた「生活上の行為」を精査し，地域の特性や現場の状況を踏，
まえてレベル分けの可否も含めて検討を行う必要がある。その上で，例えば文字や文法
等，言語としての日本語の内容をどのように位置付けるか検討することが必要である。

また，国が示す日本語教育の標準的な内容を踏まえ，各地域における多様な日本語教
育の実践を支援するために，標準的なカリキュラムの開発に向けて検討を行う必要があ
る。

２ 「生活者としての外国人」に対する日本語教育の参考例としての教材作成
「１」の標準的なカリキュラムの内容を具体的に示し，それぞれの現場が適宜修正を

加えることにより，幅広く使うことのできる教材のプロトタイプ（原型）の作成・提供
に向けた検討を行う必要がある。

教材のプロトタイプ（原型）作成に当たっては，学習者や現場の指導者はもちろん，
日本語学校等の日本語教育機関に所属する日本語教師や，大学や研究機関で日本語教育
についての研究を進める専門家，さらには，地域の有識者や，その他関係者と連携協力
しながら作成を進める必要がある。

３ 日本語能力及び日本語指導力に関する評価
上記「１」及び「２」を踏まえ 「生活者としての外国人」に必要な日本語能力を客，

観的に測定するための評価基準及び評価方法についての検討を行う必要がある。

また 「生活者としての外国人」に対する日本語教育の振興を図るため，日本語指導，
者がその指導力の向上に努めることができるよう「生活者としての外国人」に対する日
本語指導者の指導力の評価規準等についても，今後，検討を行っていく必要がある。




